
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印西市立西の原中学校 

 学校だより 
発行 令和５年１２月８日 No.１０ 

 〒270-1334 

 印西市西の原一丁目 3番地 

  TEL 0476-45-0160 

  FAX  0476-45-0161 
特別支援相談窓口・コーディネーター 

（教頭・米村・北出） 

セクハラ相談窓口 

（清水友・大井・武澤・森元・教頭） 

 

全国学力･学習状況調査の結果分析 
 

  4 月 18日(火)、日本中の中学 3年生を対象に、全国学力･学習状況調査が実施されました。 

この調査の目的は、①全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と

課題を検証し、その改善を図ること、②学校における生徒への教育指導の充実や学習状況の改

善等に役立てることにあります。ですから、正答率のみに着目するのではなく、生徒の学力傾

向や学習状況、生活習慣などを正しくとらえ、得意な分野を伸ばしながら、課題の残る分野を

改善していけるよう、この調査結果を生かしてまいります。 

 

【教科に関する調査からわかる西の原中生徒の特徴】 

 

（国語）全体的に全国平均を上回っています。「思考力、判断力、表現力等」、「知識及び技

能」両観点ともに全国平均を上回りました。特に「書くこと」、「言葉の特徴や使い

方に関する事項」、「情報の扱い方に関する事項」は全国平均を大きく上回る結果と

なりました。これらの結果は、日頃から作文など自分の考えを書く練習を多くつんで

いる成果と考えられます。我が国の言語文化に関する事項では、「話すこと・聞くこ

と」、「書くこと」、「読むこと」の指導を通して、関心と理解を高め、言語感覚が

豊かになるように指導していく必要があります。今後も毎回の授業で明確な学習課題

を持ち、言語活動を充実させることで、国語能力の基礎を確実に定着させようと考え

ています。 

 

（数学）全体的に全国平均を下回りました。領域別で見ると、図形分野は全国平均を大きく上

回りましたが、数と式、データの活用では大きく下回る結果となりました。問題別で

見ると、一次関数や累積度数の問題は全国平均を上回りましたが、反比例や乗法の計

算では課題が見られました。また、四分位範囲、数の範囲はかなり全国平均を下回り

ました。基礎基本の徹底に努めていくことが重要だと考えています。また、ことがら

が成り立つことを証明する問題では、構想に基づいて結論を導くことができるよう

に、推論の過程を考えさせる学習活動の充実を図ってまいります。 

 

（英語）全体的に全国平均を下回りました。「読むこと」に関する問題では全国平均を上回り

ましたが、「聞くこと」は下回り、特に「書くこと」は全国平均をかなり下回りまし

た。問題別では、短い説明文の要点を捉えたり、社会的な話題に関しての考えとその

理由を書くことに課題が見られました。特に、過去形の疑問文を書くことは大きな課

題です。「読むこと」、「聞くこと」では、段落ごとに何が書いてあるかを意識して

文章を読んだり聞いたりする練習を多く行っていくことが重要だと考えています。ま

た、「書くこと」を伸ばすために基本英単語の習得、習った単語や文法を使った英文

作りなど、表現する練習を重ねてまいります。 

【学校教育目標】   

社会に対応し、心豊かにたくましく生きる若者の育成 

～常識と良識を持った生徒～ 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【部活動の記録】 
 

［野球部］ 秋季コスモスカップ 

（１１／４（土）１２（日）） 

１回戦 vs 栄中・玉造中  ３－２ 〇 

２回戦 vs 木刈中        １－４ ● 
 

新人戦県大会出場の木刈中学校と 

対戦しました。初回に幸先良く１点 

を先制しましたが、守備のミスから 

点数を取られ敗退となりました。 

この大会を通して、チームとして守 

備に課題が残りました。これから冬の練習が始まり

ます。基礎基本を大切にして、守備の課題を克服し

て春の大会で県大会出場を目指します。 

 

１年生大会代表決定戦（１１／１１（土）） 

   vs 志津中  ８－４ 〇 

１年生フェスティバル（県大会）（１１／２５（土）） 

   vs オール東総  １－５ ● 
 

南山中学校との連合チームとして県大会に出場

しました。相手は、オール東総でした。初回はリズ    

ム良く０点で抑えることが出来 

ましたが、回を重ねる毎に相手 

の打線が投手を捉えて加点さ 

れました。レベルの高い県大会 

に出場したことで、これからの 

練習のモチベーションに繋げて

春の大会では県大会で勝利することを目指します。 

［バドミントン部］ 印旛郡市新人体育大会 

（１０／２１（土）２２（日）） 

男子団体  １回戦 vs佐倉東中 ２－１ 〇 

２回戦 vs滝野中   ０－２ ● 

女子団体  １回戦 vs佐倉東中 ２－１ 〇 

２回戦 vs桜台中   ０－２ ● 
 

どの試合も一生懸命プ 

レーしていました。 

今回の大会は惜しく 

も勝ち上がることはで 

きませんでしたが、現 

在は大会の悔しさをばねに 

真剣に練習に取り組んでおり、実力を着実に付

けています。次回の大会が楽しみです。 

【生徒質問紙調査からわかる西の原中生徒の特徴】 
 

 就寝時間、起床時間などの基本的生活習慣については、昨年度の調査同様に全国平均を下回

る結果となりましたが、朝食の喫食率は全国平均と同等でした。睡眠時間が短いことや夜更か

しの生徒が多い理由は、スマホの利用などで生活リズムの乱れがあるように考えられます。 

 ＩＣＴ機器の利用では全国平均を上回っています。教職員による活用状況の差を解消し、有

効活用することで深い学びにつなげていきたいと考えています。 

 自己肯定感に関する質問では、全国平均を大きく上回りました。これは西中生の誇るべき特

長です。今後とも生徒の自己肯定感が高まるように、様々な活動での生徒のよさを認め、保護

者のみなさまと共有してまいります。 

 学習に関する質問では、家庭学習や休日の学習時間が全国平均を上回るなど、ほとんどの質

問で全国平均より高い結果となりました。また、読書好きの生徒が多いことの背景に、家庭に

100 冊以上本がある生徒の割合が 40％を超え、全国平均を大きく上回っていることがあると考

えられます。しかし、道徳や学級活動などでの話し合い活動が全国平均を下回りました。協力

しあえるような学習課題や活動を工夫し、思考力・判断力・表現力が向上するように指導方法

の改善に努めてまいります。 

［体操部］ 千葉県新人体育大会（１１／１８（土）） 
 

女子個人総合 優勝              

（種目別 跳馬２位 平均台１位 ゆか２位 段違い平行棒 ２位） 
 

  どの種目でも安定した演技を披露し、個人総合優

勝を果たしました。特に平均台は、他を寄せ付けな

い完成度の高い演技で、今後の活躍が期待されま

す。 

［吹奏楽部］ （１１／１９（日）） 

千葉県アンサンブルコンテスト印旛地区予選 

 

木管部門        管楽７重奏         金賞 

木管弦バス６重奏   銀賞 

クラリネット５重奏 金賞 

金管打楽器部門  打楽器４重奏       銀賞 

 

コンテストまでの日々、 

真摯に課題に向き合い、 

練習を続けてきまし 

た。結果にかかわら 

ず、演奏者として大 

きく成長できたと思 

います。この経験を生 

かし、今後も切磋琢磨し 

合い練習をしていってもらいたいと思います。 


